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連結注記表

１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

（１）連結の範囲に関する事項

連結子会社の数 １社

連結子会社の名称

全研ケア株式会社

なお、株式会社サイシードについては、所有株式の全てを売却したため連結子会社でなくなりました。

主要な非連結子会社名

Linguage Inc.

一般財団法人海外留学推進協会

ZENKEN INDIA LLP

連結の範囲から除いた理由

非連結子会社３社は、いずれも小規模会社であり、合計の総資産、売上高、当期純損益(持分に見合う額)及び

利益剰余金(持分に見合う額)等は、いずれも連結計算書類に重要な影響を及ぼしていないためであります。

（２）持分法の適用に関する事項

持分法を適用しない非連結子会社の名称

Linguage Inc.

一般財団法人海外留学推進協会

ZENKEN INDIA LLP

持分法を適用しない理由

持分法を適用していない会社は、それぞれ当期純損益(持分に見合う額)及び利益剰余金(持分に見合う額)等か

らみて、持分法の対象から除いても連結計算書類に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体としても重要性がない

ため、持分法の適用範囲から除外しております。

（３）連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。

（４）会計方針に関する事項

① 重要な資産の評価基準及び評価方法

イ. 有価証券の評価基準及び評価方法

関係会社株式及び関係会社出資金

移動平均法による原価法

その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

時価法

(評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は、移動平均法により算定)

市場価格のない株式等

移動平均法による原価法

ロ． 棚卸資産の評価基準及び評価方法

通常の販売目的で保有する棚卸資産

ａ 商品

移動平均法による原価法（連結貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

ｂ 仕掛品

個別法による原価法（連結貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）
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② 重要な減価償却資産の減価償却の方法

イ．有形固定資産(リース資産を除く)

定率法を採用しております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物(建物附属設備は除く)並びに2016

年４月１日以降に取得した建物附属設備については、定額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物及び構築物 ７～50年

工具、器具及び備品 ２～15年

ロ．無形固定資産(リース資産を除く)

定額法を採用しております。

なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用して

おります。

ハ．リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

③ 重要な引当金の計上基準

イ．貸倒引当金

債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権について

は個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

ロ．賞与引当金

従業員の賞与の支払に備えて、賞与支給見込額の当期負担額を計上しております。

④ 収益及び費用の計上基準

当社グループは、以下の５ステップアプローチに基づき収益を認識しております。

ステップ１：顧客との契約を識別する。

ステップ２：契約における履行義務を識別する。

ステップ３：取引価格を算定する。

ステップ４：契約における履行義務に取引価格を配分する。

ステップ５：履行義務を充足した時に又は充足するにつれて収益を認識する。
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当社グループの顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義

務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。

イ．IT事業

IT事業においては、主にコンテンツマーケティング事業、メディア事業、AI事業を行っております。

コンテンツマーケティング事業においては、主に集客メディア（ポータルメディア等のコンテンツ）の制

作・運用を履行義務として識別しています。

制作に係る履行義務は、当社が制作した集客メディア（ポータルメディア等のコンテンツ）を顧客が検収す

ることにより充足されるため、当該一時点において収益を認識しております。運用に係る履行義務は、顧客と

の契約に基づくサービス提供期間にわたって充足されるため、当該期間にわたり収益を認識しております。

なお、取引の対価は履行義務を充足してから主として１年以内に受領しており、重大な金融要素は含んでお

りません。また、契約条件に従って、履行義務の充足前に前受けの形式により対価を受領する場合には、前受

金を計上しております。

メディア事業においては、主に美容業界に特化した求人を紹介する「美プロ」などの当社運営メディアへの

顧客の求人情報等の掲載、海外の学生と日本企業をマッチングする海外IT人材事業では日本企業への海外IT人

材の紹介や日本語教育等を履行義務として識別しています。

メディア掲載に係る履行義務は、顧客の求人情報等の掲載期間にわたって履行義務が充足されるため、当該

掲載期間にわたり収益を認識しております。また、海外IT人材に係る履行義務のうち紹介については、紹介し

た学生等の人材の入社等により充足されるため、当該一時点において収益を認識しております。日本語教育等

については、学生等に対する日本語教育等の受講期間にわたって充足されるため、当該期間にわたり収益を認

識しております。

なお、取引の対価は履行義務を充足してから主として１年以内に受領しており、重大な金融要素は含んでお

りません。また、契約条件に従って、履行義務の充足前に前受けの形式により対価を受領する場合には、前受

金を計上しております。

AI事業においては、主にAIを活用したシステム（チャットボットやFAQシステム等）の制作・運用や、新型コ

ロナウイルスワクチン接種専用予約管理システムの提供等を履行義務として識別しています。

制作に係る履行義務は、当社が制作したシステム（チャットボットやFAQシステム等）を顧客が検収すること

により充足されるため、当該一時点において収益を認識しております。運用に係る履行義務は、顧客との契約

に基づくサービス提供期間にわたって充足されるため、当該期間にわたり収益を認識しております。また、新

型コロナウイルスワクチン接種専用予約管理システムの提供に係る履行義務は主に顧客との契約に基づくサー

ビス提供期間にわたって充足されるため、当該期間にわたり収益を認識しております。

なお、取引の対価は履行義務を充足してから主として１年以内に受領しており、重大な金融要素は含んでお

りません。また、契約条件に従って、履行義務の充足前に前受けの形式により対価を受領する場合には、前受

金を計上しております。
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ロ．語学事業

語学事業においては、法人向け語学研修事業、中学高校向けオンライン英会話事業、留学斡旋事業、日本語

教育事業を行っております。

法人向け語学研修事業、中学高校向けオンライン英会話事業においては、研修の実施等を履行義務として識

別しています。

当該履行義務は、顧客の研修の受講により充足されるため、当該一時点において収益を認識しております。

なお、取引の対価は履行義務を充足してから主として１年以内に受領しており、重大な金融要素は含んでお

りません。また、契約条件に従って、履行義務の充足前に前受けの形式により対価を受領する場合には、前受

金を計上しております。

留学斡旋事業においては、留学手続きの代行及び留学中のサポート等を履行義務として識別しています。

留学手続きの代行に係る履行義務は、顧客が出国することにより充足されるため、当該一時点において収益

を認識しております。留学中のサポートに係る履行義務は、顧客との契約に基づくサポート期間にわたって充

足されるため、当該期間にわたり収益を認識しております。

なお、取引の対価は履行義務を充足してから主として１年以内に受領しており、重大な金融要素は含んでお

りません。また、契約条件に従って、履行義務の充足前に前受けの形式により対価を受領する場合には、前受

金を計上しております。

日本語学校における日本語教育事業においては、授業の実施等を履行義務として識別しています。

当該履行義務は、学生等に対する日本語教育等の受講期間にわたって充足されるため、当該期間にわたり収

益を認識しております。

なお、取引の対価は履行義務を充足してから主として１年以内に受領しており、重大な金融要素は含んでお

りません。また、契約条件に従って、履行義務の充足前に前受けの形式により対価を受領する場合には、前受

金を計上しております。

不動産賃貸事業に係る収益については、「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準第13号 2007年３月30

日)に基づき収益を認識しております。
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２．会計上の見積りに関する注記
会計上の見積りにより当連結会計年度に係る連結計算書類にその額を計上した項目であって、翌連結会計年度に

係る連結計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があるものはありません。

３．連結貸借対照表に関する注記
担保に供している資産及び担保に係る債務

（１）担保に供している資産

建物 652,388千円

土地 2,865,774 〃

計 3,518,163千円

（２）担保資産に対応する債務

１年以内返済予定の長期借入金 148,488千円

長期借入金 554,048 〃

計 702,536千円

４．連結損益計算書に関する注記

（１）負ののれん発生益

負ののれん発生益は、株式会社ヒノキヤレスコより有料老人ホーム運営事業等を譲受けたことに伴い発生した

ものです。

（２）関係会社株式売却損

関係会社株式売却損は、当社の連結子会社であった株式会社サイシードの全株式をハヤテインベストメント株

式会社に譲渡したことに伴う損失であります。詳細は、「８．企業結合等に関する注記」に記載のとおりです。

５．連結株主資本等変動計算書に関する注記

（１）当連結会計年度末の発行済株式の種類及び総数

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式（株） 11,982,700 244,500 － 12,227,200

（注）発行済株式数の増加は、新株予約権の行使による増加244,500株です。

（２）配当に関する事項

①配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

2022年８月19日
取締役会

普通株式 239,654 20.00 2022年６月30日 2022年９月28日

（注）１株当たり配当額には特別配当5.00円が含まれております。

②基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

2023年８月25日開催の取締役会において、次のとおり決議する予定であります。

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

2023年８月25日
取締役会

普通株式 利益剰余金 244,544 20.00 2023年６月30日 2023年９月11日

（３）当連結会計年度の末日における株式引受権に係る当該株式会社の株式の数

該当事項はありません。

（４）当連結会計年度の末日における当社が発行している新株予約権の目的となる株式の数

普通株式 592,900 株
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６．金融商品に関する注記

（１）金融商品の状況に関する事項

① 金融商品に対する取組方針

当社グループは、資金運用については預金等の安全性の高い金融資産で行い、また、資金調達については銀行

借入による方針であります。デリバティブは、利用しておりません。

② 金融商品の内容及びそのリスク

営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されておりますが、当社グループの与信管理に関する規程に

従い、取引先ごとの期日管理及び残高管理を行うとともに、主な取引先の信用状況を定期的に把握する体制とし

ております。投資有価証券は、主に業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格の変動リスク及び発行体

の信用リスクに晒されております。敷金及び保証金は、取引先の信用リスクに晒されております。

営業債務である買掛金は、ほとんど１年以内の支払期日であります。借入金のうち、短期借入金は主に営業取

引に係る資金調達であり、長期借入金は主に設備投資に係る資金調達であります。

③ 金融商品に係るリスク管理体制

イ．信用リスク(取引先の契約不履行等に係るリスク)の管理

営業債権については、債権管理に関するグループ規程に基づき、取引先の状況を必要に応じてモニタリング

し、取引先ごとに期日及び残高を管理するとともに、財務状況の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図

っております。

ロ．市場リスクの管理

投資有価証券は、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握し、市況や取引先企業との関係

を勘案して保有状況を継続的に見直しております。

ハ．資金調達に係る流動性リスク(支払期日に支払いを実行できなくなるリスク)の管理

当社は、各部署からの報告に基づき適時に資金計画を作成・更新することにより流動性リスクを管理してお

ります。

④ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が含ま

れております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することに

より、当該価額が変動することもあります。

⑤ 信用リスクの集中

当期の連結決算日現在における営業債権のうち、特定の大口顧客に対するものはありません。
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（２）金融商品の時価等に関する事項

連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

連結貸借対照表計上額
(千円)

時価
(千円)

差額
(千円)

投資有価証券(*2) 62,060 62,060 －

資産計 62,060 62,060 －

長期借入金 702,536 702,536 －

負債計 702,536 702,536 －

(*１)「現金及び預金」「売掛金」「未払金」「未払法人税等」については、現金であること、及び短期間で決
済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略しております。

（*２）市場価格のない株式等は「投資有価証券」には含まれておりません。該当金融商品の連結貸借対照表
計上額は以下のとおりであります。

(単位：千円)

区分 連結貸借対照表計上額

非上場株式 962,374

関係会社株式 0

関係会社出資金 32,836

(注)１. 金銭債権の連結決算日後の償還予定額

１年以内
(千円)

１年超
５年以内
(千円)

５年超
10年以内
(千円)

10年超
(千円)

現金及び預金 3,941,478 － － －

売掛金 316,312 － － －

合計 4,257,791 － － －

(注)２. 長期借入金の連結決算日後の返済予定額

１年以内
(千円)

１年超
２年以内
(千円)

２年超
３年以内
(千円)

３年超
４年以内
(千円)

４年超
５年以内
(千円)

５年超
(千円)

長期借入金 148,488 148,488 88,488 88,488 88,488 140,096

合計 148,488 148,488 88,488 88,488 88,488 140,096
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（３）金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分

類しております。

レベル１：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価の算定の

対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価

レベル２：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定に係るイ

ンプットを用いて算定した時価

レベル３：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

① 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券

その他有価証券

株式 62,060 － － 62,060

資産計 62,060 － － 62,060

② 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期借入金 － 702,536 － 702,536

負債計 － 702,536 － 702,536

投資有価証券

上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その時価をレ

べル１の時価に分類しております。

長期借入金

長期借入金の時価は、元利金の合計額を、同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価

値により算定しております。

７．賃貸等不動産に関する注記

（１）賃貸等不動産の状況に関する事項

当社グループの主要な賃貸等不動産として、東京都内において賃貸用オフィスビルを有しております。

（２）賃貸等不動産の時価に関する事項

（単位：千円）

連結貸借対照表計上額 連結決算日における時価

7,675,052 11,335,536

(注)１．連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。

２．時価の算定方法

主として「不動産鑑定評価基準」に基づいて算定した金額（指標等を用いて調整を行ったものを含む）

であります。
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８．企業結合等に関する注記
事業分離

子会社株式の譲渡

(1)事業分離の概要

① 分離先企業の名称

ハヤテインベストメント株式会社

② 分離した連結子会社の名称及び事業の内容

名称 ： 株式会社サイシード

事業の内容 ： AI事業、採用事業

③ 事業分離を行った主な理由

経営資源の中長期的な最適配置の観点や当社の他事業とのシナジー効果等を総合的に勘案し、IT事業と語

学事業を中心とした成長戦略に注力するため。

④ 事業分離日

2023年５月１日（株式売却日）

2023年４月１日（みなし売却日）

⑤ 法的形式を含むその他取引の概要に関する事項

受取対価を現金等の財産のみとする株式譲渡

(2) 実施した会計処理の概要

① 移転損益の金額

関係会社株式売却損 193,659千円

② 移転した事業に係る資産及び負債の適正な帳簿価額並びにその主な内訳

流動資産 516,806千円

固定資産 32,318千円

資産合計 549,124千円

流動負債 216,245千円

固定負債 139,220千円

負債合計 355,465千円

③ 会計処理

当該譲渡株式の売却価額と連結上の帳簿価額との差額を「関係会社株式売却損」として特別損失に計上して

おります。

(3) 分離した事業が含まれていた報告セグメント

IT、その他

(4）当連結会計年度の連結損益計算書に計上されている譲渡した子会社に係る損益の概算額

売上高 1,062,006千円

営業利益 156,050千円
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９．収益認識に関する注記
（１）顧客との契約から生じる収益を分解した情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他 合計

IT 語学 不動産 計

財又はサービスの種類別

コンテンツマーケティング 3,637,215 － － 3,637,215 － 3,637,215

メディア 915,811 － － 915,811 － 915,811

AI 862,259 － － 862,259 － 862,259

語学 － 754,253 － 754,253 － 754,253

その他 － － － － 414,957 414,957

顧客との契約から生じる収益 5,415,286 754,253 － 6,169,540 414,957 6,584,498

収益認識の時期別

一時点で移転される財又はサー
ビス

1,199,868 632,544 － 1,832,413 354,649 2,187,062

一定の期間にわたり移転される
財又はサービス

4,215,418 121,709 － 4,337,127 60,308 4,397,435

顧客との契約から生じる収益 5,415,286 754,253 － 6,169,540 414,957 6,584,498

その他の収益 － － 473,813 473,813 － 473,813

外部顧客への売上高 5,415,286 754,253 473,813 6,643,354 414,957 7,058,312

（２）顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

収益を理解するための基礎となる情報は、「１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記

等」の「（４）会計方針に関する事項」の「④ 収益及び費用の計上基準」に同一の内容を記載しているため、注記

を省略しております。

（３）顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当連結会計

年度末において存在する顧客との契約から翌連結会計年度以降に認識すると見込まれる収益の金額及び時期に関す

る情報

①顧客との契約から生じた債権及び契約負債の残高等

（単位：千円）

当連結会計年度

期首残高 期末残高

顧客との契約から生じた債権

売掛金 434,298 316,312

契約負債

前受金 548,491 461,663

（注）１．契約負債は主にコンテンツマーケティング事業の集客メディアの制作・運用、コロナワクチン予約シ

ステムの提供に関連して顧客から受領した分の前受金になります。契約負債は、収益の認識に伴い取り崩さ

れます。

２．当連結会計年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は535,498千円

であります。

②残存履行義務に配分した取引価格

当社グループでは、当初の予想契約期間が１年を超える重要な取引がないため、実務上の便法を適用し、残

存履行義務に配分した取引価格の総額及び収益の認識が見込まれる期間の記載を省略しております。
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１０．１株当たり情報に関する注記

１株当たり純資産額 1,010円43銭

１株当たり当期純利益 35円49銭

１１．重要な後発事象に関する注記

（自己株式の取得）

当社は、2023年８月10日開催の取締役会において、会社法第459条第1項及び当社定款の規定に基づき、自己株

式を取得することを決議しました。

(1) 自己株式の取得を行う理由

株価動向と財務状況等を総合的に勘案し、株主還元の充実と資本効率の向上を図るため、自己株式の取得を行

うことといたしました。

(2) 取得に係る事項の内容

① 取得する株式の種類 普通株式

② 取得する株式の数 170,000株(上限)

③ 株式取得価額の総額 100,000千円(上限)

④ 自己株式取得の期間 2023年８月14日から2024年２月14日まで

⑤ 取得方法 東京証券取引所における市場買付
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個別注記表

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

（１）資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券の評価基準及び評価方法

イ．関係会社株式及び関係会社出資金

移動平均法による原価法

ロ．その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

時価法

（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は、移動平均法により算定）

市場価格のない株式等

移動平均法による原価法

② 棚卸資産の評価基準及び評価方法

通常の販売目的で保有する棚卸資産

イ．商品

移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

ロ．仕掛品

個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

（２）固定資産の減価償却の方法

① 有形固定資産（リース資産を除く）

定率法を採用しております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物(建物附属設備は除く)並びに2016年

４月１日以降に取得した建物附属設備については、定額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物及び構築物 ７～50年

工具、器具及び備品 ２～15年

② 無形固定資産（リース資産を除く）

定額法を採用しております。

なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用してお

ります。

③ リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

（３）引当金の計上基準

① 貸倒引当金

債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については

個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金

従業員の賞与の支払に備えて、賞与支給見込額の当期負担額を計上しております。

（４）収益及び費用の計上基準

当社は、以下の５ステップアプローチに基づき収益を認識しております。

ステップ１：顧客との契約を識別する。

ステップ２：契約における履行義務を識別する。

ステップ３：取引価格を算定する。

ステップ４：契約における履行義務に取引価格を配分する。

ステップ５：履行義務を充足した時に又は充足するにつれて収益を認識する。
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当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務を充足

する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。

① IT事業

IT事業においては、主にコンテンツマーケティング事業、メディア事業を行っております。

コンテンツマーケティング事業においては、主に集客メディア（ポータルメディア等のコンテンツ）の制作・

運用を履行義務として識別しています。

制作に係る履行義務は、当社が制作した集客メディア（ポータルメディア等のコンテンツ）を顧客が検収する

ことにより充足されるため、当該一時点において収益を認識しております。運用に係る履行義務は、顧客との契

約に基づくサービス提供期間にわたって充足されるため、当該期間にわたり収益を認識しております。

なお、取引の対価は履行義務を充足してから主として1年以内に受領しており、重大な金融要素は含んでおりま

せん。また、契約条件に従って、履行義務の充足前に前受けの形式により対価を受領する場合には、前受金を計

上しております。

メディア事業においては、主に美容業界に特化した求人を紹介する「美プロ」などの当社運営メディアへの顧

客の求人情報等の掲載、海外の学生と日本企業をマッチングする海外IT人材事業では日本企業への海外IT人材の

紹介や日本語教育等を履行義務として識別しています。

メディア掲載に係る履行義務は、顧客の求人情報等の掲載期間にわたって履行義務が充足されるため、当該掲

載期間にわたり収益を認識しております。また、海外IT人材に係る履行義務のうち紹介については、紹介した学

生等の人材の入社等により充足されるため、当該一時点において収益を認識しております。日本語教育等につい

ては、学生等に対する日本語教育等の受講期間にわたって充足されるため、当該期間にわたり収益を認識してお

ります。

なお、取引の対価は履行義務を充足してから主として1年以内に受領しており、重大な金融要素は含んでおりま

せん。また、契約条件に従って、履行義務の充足前に前受けの形式により対価を受領する場合には、前受金を計

上しております。

② 語学事業

語学事業においては、法人向け語学研修事業、中学高校向けオンライン英会話事業、留学斡旋事業、日本語教

育事業を行っております。

法人向け語学研修事業、中学高校向けオンライン英会話事業においては、研修の実施等を履行義務として識別

しています。

当該履行義務は、顧客の研修の受講により充足されるため、当該一時点において収益を認識しております。
なお、取引の対価は履行義務を充足してから主として1年以内に受領しており、重大な金融要素は含んでおりま

せん。また、契約条件に従って、履行義務の充足前に前受けの形式により対価を受領する場合には、前受金を計

上しております。

留学斡旋事業においては、留学手続きの代行及び留学中のサポート等を履行義務として識別しています。

留学手続きの代行に係る履行義務は、顧客が出国することにより充足されるため、当該一時点において収益を

認識しております。留学中のサポートに係る履行義務は、顧客との契約に基づくサポート期間にわたって充足さ

れるため、当該期間にわたり収益を認識しております。

なお、取引の対価は履行義務を充足してから主として1年以内に受領しており、重大な金融要素は含んでおりま

せん。また、契約条件に従って、履行義務の充足前に前受けの形式により対価を受領する場合には、前受金を計

上しております。

日本語学校における日本語教育事業においては、授業の実施等を履行義務として識別しています。

当該履行義務は、学生等に対する日本語教育等の受講期間にわたって充足されるため、当該期間にわたり収益

を認識しております。

なお、取引の対価は履行義務を充足してから主として1年以内に受領しており、重大な金融要素は含んでおりま

せん。また、契約条件に従って、履行義務の充足前に前受けの形式により対価を受領する場合には、前受金を計

上しております。

不動産賃貸事業に係る収益については、「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準第13号 2007年３月30日)

に基づき収益を認識しております。
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２．会計上の見積りに関する注記
会計上の見積りにより当事業年度に係る計算書類にその額を計上した項目であって、翌事業年度に係る計算書類に

重要な影響を及ぼす可能性があるものはありません。

３．貸借対照表に関する注記

（１）担保に供している資産及び担保に係る債務

① 担保に供している資産

建物 652,388千円

土地 2,865,774 〃

計 3,518,163千円

② 担保資産に対応する債務

１年以内返済予定の長期借入金 148,488千円

長期借入金 554,048 〃

計 702,536千円

（２）関係会社に対する金銭債権又は金銭債務

区分表示されたもの以外で関係会社に対する金銭債権又は金銭債務の金額は、次のとおりであります。

短期金銭債権 8,933千円

短期金銭債務 19,817千円

４．損益計算書に関する注記

関係会社との取引高

① 営業取引による取引高

売 上 高 107,063千円

営 業 費 用 204,689千円

② 営業取引以外の取引による取引高

そ の 他 収 益 653,797千円

５．株主資本等変動計算書に関する注記

当事業年度末の自己株式の種類及び総数

該当事項はありません。

６．税効果会計に関する注記

（１）繰延税金資産の発生の主な原因

研究開発費の否認等であります。

（２）繰延税金負債の発生の主な原因

その他有価証券評価差額金等であります。

７．関連当事者との取引に関する注記
記載すべき重要な事項はありません。

８．企業結合等に関する注記
事業分離

（子会社株式の譲渡）

連結計算書類「連結注記表 ８．企業結合等に関する注記」に同一の内容を記載しているため、注記を省略して

おります。
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９．収益認識に関する注記
収益を理解するための基礎となる情報は、「１．重要な会計方針に係る事項に関する注記」の「（４）収益及び費用

の計上基準」に記載のとおりであります。

１０．１株当たり情報に関する注記

１株当たり純資産額 1,013円73銭

１株当たり当期純利益 103円54銭

１１．重要な後発事象に関する注記
連結計算書類「連結注記表 １１．重要な後発事象に関する注記」に同一の内容を記載しているため、注記を省略

しております。
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